
伝 言 板伝 言 板伝 言 板 『無料法律相談のご案内』
毎月１回、福島生協病院医療相談室にて弁護士による無料
法律相談（お一人30分程度）を行なっています。何かお困
りごとがおありの場合は、ぜひご相談下さい。
事前の予約が必要となりますので、下記のお問い合わせ先
までご予約をお願いします。

毎月第３土を予定しています。
次回は４月20日土10時半です。

お問い合わせ先

今後の
日 程

福島生協病院　医療相談室
☎（082）292-3171㈹
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私
ご
と
で
す
が
、
今

年
つ
い
に
古
稀
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

早
生
ま
れ
の
た
め
、

同
級
生
の
中
で
は
最
も

遅
い
70
歳
で
す
。

　

広
島
生
ま
れ
の
広
島

育
ち
で
す
が
、
原
爆
の
直
接
被
曝

か
ら
は
免
れ
、
学
校
卒
業
後
は
た

だ
ひ
た
す
ら
働
き
ま
し
た
。

　

幸
運
に
も
こ
の
歳
に
至
る
ま
で

大
き
な
病
気
も
せ
ず
、
毎
日
少
々

の
晩
酌
を
楽
し
み
こ
こ
ま
で
や
っ

て
き
ま
し
た
。

　

先
日
、
東
京
に
住
む
息
子
か
ら

今
年
の
５
月
に
初
孫
が
生
ま
れ
る

と
の
便
り
が
届
き
ま
し
た
。
今
は

こ
の
素
晴
ら
し
い
古
希
の
祝
い
に

少
々
舞
い
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
冷
静
に
考
え
て
み
れ

ば
残
り
の
寿
命
は
わ
ず
か
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
如
何
に
過
ご

す
か
が
、
私
自
身
の
大
き
な
テ
ー

マ
で
す
。

　

ま
だ
全
く
遺
言
状
も
書
い
て
い

ま
せ
ん
。
病
気
と
な
っ
た
と
き
の

延
命
治
療
の
拒
否
も
明
記
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
無
宗
教
の

私
に
は
ど
ん
な
葬
儀
が
い
い
の
か

と
か
、
わ
ず
か
な
財
産
の
相
続
は

ど
う
す
る
の
か
と
か
、
一
人
の
平

凡
な
人
間
が
終
末
を
迎
え
る
の
に

も
い
ろ
い
ろ
と
準
備
が
い
る
よ
う

で
す
。

　
「
Ｃ
ｏ
ｍ
Ｃ
ｏ
ｍ
」（
医
療
福
祉

生
協
連
の
情
報
誌
）
に
は
参
考
に

な
る
記
事
が
目
に
付
き
ま
す
。

　

生
協
の
理
事
と
い
う
仕
事
に
い

か
に
向
き
合
っ
て
い
く
か
、
と
い

う
こ
と
も
今
後
の
大
き
な
テ
ー
マ

の
一
つ
で
す
。

　

新
病
院
の
建
設
が
今
年
12
月
に

ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。

　

当
面
、
建
設
運
動
を
大
き
く
盛

り
上
げ
、
巨
額
な
建
設
資
金
を
確

保
し
て
い
く
仕
事
に
、
正
面
か
ら

向
き
合
っ
て
い
こ
う
と
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
Ｈ
Ｔ
Ｓ
）

紙
面
の
ご
案
内

２
面
…
第
４
回 

も
し
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
新
病
院

ま
る
わ
か
り
パ
ン
フ
の
活
用
術 

応
用
編
」

開
催
／
組
合
員
の
輪

３
面
…
子
育
て
広
場 

コ
ー
プ
の
び
の
び
ク
ラ
ブ
／

わ
が
ま
ち
散
歩（
被
爆
樹
木
）／
２
０
１
３

年
度
各
支
部
総
会
に
向
け
て
／「
医
療
福

祉
生
協
の
い
の
ち
の
章
典
」（
案
）っ
て
ど

の
よ
う
な
も
の
？
③
／
出
資
特
約
組
合
債

利
率
改
定
の
お
知
ら
せ

編集部連絡先
〒733-0031 広島市西区観音町16-19
電話 (082)532-1264(代)･FAX(082)532-1267

地域に広げよう 新病院建設！
伝えよう 新病院の魅力！ 　

２
月
27
日（
水
）、
第
４
回
も
し
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
も
し
も
組

合
員
３
８
，０
０
０
人
の
英
知
を
新
病
院
に
活
か
し
た
ら
…
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）「
新
病
院
ま
る
わ
か
り
パ
ン
フ
の
活
用
術 

応
用
編
」
を

開
催
し
、
組
合
員
49
名
・
職
員
７
名
の
計
56
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

（
２
面
に
続
く
）
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新
た
な
健
康
づ
く
り
の
輪
が
誕
生

　

井
口
・
鈴
が
峰
支
部２

月
22
日
㈮

　

草
津
か
も
め
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
山
下
さ
ん
を
講
師
に
、「
認
知
症
」

を
テ
ー
マ
に
安
心
サ
ポ
ー
ト
講
座
を

開
催
。
当
日
は
、
事
前
に
会
場
周
辺

に
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
効
果
も
あ
り
、

初
参
加
４
名
を
合
わ
せ
て
組
合
員
10

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
実
際
に
認
知
症
か
ど
う
か

の
簡
単
な
チ
ェ
ッ
ク
を
、
長
谷
川
式

認
知
症
テ
ス
ト
を
も
ち
い
て
お
こ
な

い
ま
し
た
。
手
軽
な
チ
ェ
ッ
ク
な
の

で「
家
の
人
に
も
や
っ
て
も
ら
お
う
」

と
い
う
声
や
、
山
下
さ
ん
が
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
質
問
も

た
く
さ
ん
あ
が
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
う
ち
の
ア
パ
ー

ト
の
集
会
所
で
も
学
習
会
を
開
い
て

ほ
し
い
」
と
の
希
望
が
あ
が
る
な
ど

次
の
開
催
に
つ
な
が
り
そ
う
で
す
。

ワ
イ
ワ
イ
集
ま
ろ
う
会
を
開
催

　

五
月
が
丘
支
部�

２
月
25
日
㈪

　
「
ワ
イ
ワ
イ
集
ま
ろ
う
会
」
は
盛

り
だ
く
さ
ん
の
楽
し
い
会
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
会
は
ベ
ジ
タ
ブ
ル
班
の

主
催
で
５
丁
目
集
会
所
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

頭
を
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
可
愛

く
て
美
味
し
い
「
飾
り
寿
司
」
を
作

り
、
デ
ザ
ー
ト
、
ぜ
ん
ざ
い
、
お
楽

し
み
企
画
の
ビ
ン
ゴ
に
手
品
、
寄
せ

集
め
句
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
し
た
。

　

句
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
支

部
ニ
ュ
ー
ス
「
五
月
晴
れ
」
よ
り
）

☆
ほ
と
と
ぎ
す
　
楽
し
い
旅
を

　
夫（
妻
）と
行
く

☆
梅
の
花
　
い
い
日
和
か
な

　
あ
り
が
と
う

☆
空
青
く
　
梅
も
ほ
こ
ろ
び

　
楽
し
い
な

※
寄
せ
集
め
句
と
は
…
参
加
者
が
上
の
句
、

中
の
句
、
下
の
句
の
い
ず
れ
か
を
書
き
、

そ
れ
を
集
め
て
く
じ
の
よ
う
に
引
い
て
俳

句
を
作
る
ゲ
ー
ム
で
す

「新病院まるわかりパンフの活用術 応用編」開催
第４回　もしもプロジェクト

（
１
面
の
続
き
）

　

新
病
院
の
魅
力
を
伝
え
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
完
成
披
露
と

は
な
ら
ず
に
、
参
加
さ
れ
た
方

の
期
待
に
お
応
え
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
位
置
づ
け

を
変
更
し
、
完
成
間
近
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
模
擬
組

合
員
訪
問
を
し
て
み
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
気
づ
き

や
感
想
を
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

最
後
の
仕
上
げ
に
入
れ
込
ま
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

先
ず
は
お
手
本
と
し
て
、
推

進
委
員
の
小
松
さ
ん
、
栗
栖
さ

ん
、
お
二
人
に
急
遽
お
願
い
さ

れ
た
職
員
の
植
田
さ
ん
に
よ
る

「
訪
問
実
演
」
を
行
い
ま
し
た
。

栗
栖
さ
ん
と
職
員
の
植
田
さ
ん

ペ
ア
が
小
松
さ
ん
宅
に
訪
問
に

行
っ
た
と
い
う
設
定
で
す
。
最

後
に
は
見
事
に
増
資
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
同
士
に
よ
る
模
擬
組

合
員
訪
問
も
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
お
か
げ
で
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
へ
の
意
見
、
提
案
も
た

く
さ
ん
集
ま
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
４
月
６
日（
土
）
13

時
30
分
～
15
時
30
分
「
み
ん
な

で
こ
こ
ま
で
前
進
!!あ
れ
こ
れ

大
報
告
会
」
で
す
。
い
よ
い
よ

実
施
設
計
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

た
く
さ
ん
ご
参
加
頂
き
、
た
く

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
新
病
院
の
魅
力
を

伝
え
歩
く
「
統
一
訪
問
行
動
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

生
協
け
ん
こ
う
プ
ラ
ザ
建
設

運
動
の
際
に
行
っ
た
訪
問
行
動

の
教
訓
と
経
験
を
活
か
し
、
支

部
が
主
体
と
な
っ
た
訪
問
行
動

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
記
念

す
べ
き
第
１
回
目
は
３
月
31
日

（
日
）の
己
斐
上
支
部
の
組
合
員

宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
支

部
で
も
訪
問
を
行
な
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お手本訪問の様子

ペアを組んで模擬訪問

あんしんをささえる3つの魅力新病院の魅力ってどんなものなの？
医療と介護
地域連携の
要（かなめ）に

つながる医療
いっそう充実
回復期リハビリ病棟を新設

健康づくりの強い味方魅力
その1

魅力
その2

魅力
その3

高度急性期病院からの転院受入、
お近くの事業所への紹介など、住
み慣れた地域で、医療・介護・福
祉サービスを円滑にご利用いただ
けます。

○病院内で、健康づくりの活動を多様にすすめるとともに、医療
の専門家が地域に出かけて、皆様の健康づくりをお手伝いしま
す。

○医療生協だからこそ、健診センターでの定期的な
全身チェックと組合員の班会を通じた日々の健康
づくりがしっかりと結びつきます。

新病院では、多くの医療専門家がチームを組み、
リハビリを集中的に行う病棟（回復期リハビリ病棟）
を新設します。

までを一連サポート

健診 診断 治療 リハビリ
在宅療養・

介護

組合員の力 専門家の力 健　康＋ ＝
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わ
が
ま
ち
散
歩 

⓭

◦
被
爆
樹
木
（
爆
心
地
中
区
相
生
橋
を
起
点
に
約
２
㎞
の
範
囲
）

　
「
緑
」
の
伝
言

　

い
よ
い
よ
新
病
院
の
魅
力
を

伝
え
歩
く
「
統
一
訪
問
行
動
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

生
協
け
ん
こ
う
プ
ラ
ザ
建
設

運
動
の
際
に
行
っ
た
訪
問
行
動

の
教
訓
と
経
験
を
活
か
し
、
支

部
が
主
体
と
な
っ
た
訪
問
行
動

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
記
念

す
べ
き
第
１
回
目
は
３
月
31
日

（
日
）の
己
斐
上
支
部
の
組
合
員

宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
支

部
で
も
訪
問
を
行
な
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
時
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

１
９
４
５
年
８
月
６
日
の
日
か
ら
、
75
年
間

は
草
木
も
生
え
な
い
な
ど
い
わ
れ
た
街
で
し
っ

か
り
と
根
を
張
り
生
き
抜
い
て
き
た
樹
木
た
ち
。

広
島
市
で
は
概
ね
２
㎞
以
内
で
被
爆
し
、
再
び

芽
吹
い
た
約
１
７
０
本
を
「
被
爆
樹
木
」
と
し

て
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
生
命
力
を
受
け
継
い
で
、
広
島
は
緑
あ

ふ
れ
る
街
に
な
り
ま
し
た
。
あ
の
日
と
再
生
の

記
憶
を
伝
え
る
被
爆
樹
木
に
会
い
に
行
き
ま
せ

ん
か
。

「
守
ろ
う
。
育
て
よ
う
。
広
島
の
被
爆
樹
木
」

　

以
上
、
広
島
市
被
爆
樹
マ
ッ
プ
よ
り
転
載
し

ま
し
た
。

　

樹
に
も
寿
命
が
あ
り
ま
す
。
永
遠
に
生
き
続

け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
台
風
で
倒
れ
た
り
、

自
然
に
枯
れ
た
り
す
る
こ
と
は
仕
方
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
道
路
拡
幅
や
ビ
ル
建
設
な
ど
の

た
め
に
討
伐
す
る
こ
と
は
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

被
爆
樹
木
の
リ
ス
ト
を
一
部
写
し
て
み
ま
す
。

被爆樹木 所　在　地 施　設　名 爆心地
からの距離

シダレヤナギ 中区基町14 青少年センター西隣 370 m
クスノキ 中区中町7-24 白神社前 490 m
エノキ、ムクノキなど 中区小町3 白神社前平和大通り 530 m
ユーカリ、マルバヤナギなど 中区基町21 広島城二の丸跡 740 m
ボタン、シロダモ 中区大手町3-13-11 本通寺 890 m
クロガネモチ 中区基町21 広島城跡 910 m
クスノキ 西区天満町1 天満小学校南東側道路 1160 m
プラタナス 西区天満町1-27 天満小学校 1270 m
ナツメ 西区西観音町1 平和大通り緑地内 1430 m
ソテツ 南区京橋町10-8 専立寺 1590 m
シダレヤナギ 南区比治山本町20 鶴見橋東詰め 1700 m
マツ 南区段原2-6-3 明泉寺 1900 m
イチョウ 東区牛田本町1-5-29 安楽寺 2160 m
シダレヤナギ 南区皆実町1-15-32 皆実小学校 2160 m
ソメイヨシノ 中区国泰寺町1-6-34 広島市役所 1050 m

「医療福祉生協のいのちの章典」（案）
ってどのようなもの？❸

４．「いのちを守り健康をはぐくむための権利と責任」
　ともに組合員として生協を担う私たち地域住民と職員には、いのち・く
らし・健康を守るために以下の権利と責任があります。
＜自己決定に関する権利＞
　私たちは、知る権利、学習権をもとに自己決定を行います。
＜自己情報コントロールに関する権利＞
　私たちは、個人情報が保護されると同時に、本人の同意のもとに適切に
利用することができるようにします。
＜安全・安心な医療・介護に関する権利＞
　私たちは、安全・安心を最優先にし、そのための配慮やしくみづくりを
行います。
＜アクセスに関する権利＞
　私たちは、必要な時に十分な医療・介護のサービスを受けられるように
社会保障制度を改善し、健康にくらすことのできるまちづくりを行います。
＜参加と協同＞
　私たちは、主体的にいのちを守り健康をはぐくむ活動に参加し、協同を
強めてこれらの権利を発展させます。

　今月号で最終回となる３回目は、“いのちを守り健康をはぐくむ
ための権利と責任” です。
　この機会に「医療福祉生協のいのちの章典」（案）がどのような
ものかを学び広げましょう。

2013年度各支部総会に向けて

2013年度各支部総会にご参加下さい。
支　部 予定日時 予定場所

五 　 日 　 市 4/20（土）	 10時30分～ コープ五日市診療所
八 　 幡 　 東 　−
美  鈴  が  丘 4/16（火）	 10時～ 美鈴が丘東集会所
五  月  が  丘 4/25（木）	 13時30分～ 五月が丘公民館
佐 　 　 　 伯 5/1 （水）	 10時30分～ グランドハイツ集会所
湯 　 　 　 来 5/22（水）	 14時～ サンピアゆき
井口・鈴が峰 調整中	 調整中 調整中
西 　 区 　 西 4/27（土）	 12時～ 草津東集会所
田 　 　 　 方 4/13（土）	 13時30分～ 田方下集会所
己 　 斐 　 上 4/27（土）	 11時～ 己斐上集会所
己 　 　 　 斐 4/21（日）	 調整中 己斐西町集会所
福 　 　 　 島 4/25（木）	 調整中 生協けんこうプラザ５階

都 4/20（土）	 調整中 都町第２集会所
観 音 ・ 天 満 4/10（水）	 10時～ 県営東観音住宅集会所
中 　 　 　 広 調整中	 調整中 調整中
横 川 ・ 三 篠 調整中	 調整中
中 　 区 　 北 5/18（土）	 13時30分～ 中央公民館
中 　 区 　 南 4/24（水）	 10時～ 水資源再生センター
南 　 　 　 区 4/19（金）	 12時～ 皆実学区集会所
南 　 区 　 東 4/28（日）	 10時～ 東雲2丁目集会所
吉 　 　 　 島 調整中	 調整中 調整中
東 　 区 　 北 4/22（月）	 13時30分～ 戸坂公民館
東 　 区 　 南 4/20（土）	 10時～ 二葉公民館6階研修室
安 　 芸 　 東 4/22（月）	 13時30分～ ケアハウス安芸中野
安  芸  府  中 5/11（土）	 10時30分～ 社会福祉センター
安  芸  中  央 4/25（木）	 10時～ 船越公民館

“2013年度の保健生協の重点課題（案）”をもとに、各支部で討議が始まります。
“2013年度の保健生協の重点課題（案）”を先月号のけんこうで配布いたしてい
ます。また広島中央保健生協のホームページにも掲載しています。

お問い合わせ先　広島中央保健生協　組織部　☎082-532-1264
※支部によっては変更になる場合もございます。組織部までご連絡ください。

広島中央保健生協　子育て広場
コープのびのびクラブ
「ひとりじゃないよ！みんなで一緒に子育てしよう」を合言葉に子育て応援
を行っています。
2013年４月より、生協けんこうプラザ５階ホールにて子育て広場「コープ
のびのびクラブ」を始めます。
子育て中の方とお友だちになりたい方・子育ての情報交換をしたい方
子どもさんと安心して遊べる場所をお探しの方
そして、子育てを応援したい方も…どなたでも参加可能です。
ぜひ遊びに来てください。

日　時：2013年４月10日㈬より毎週水曜日
	 　10:00〜12:00
	 　申し込み不要！いつ来て、いつ帰っても大丈夫！
会　場：生協けんこうプラザ５階ホール
　　　　広島市西区観音町16-19（西消防署東隣り）
対　象：未就園児（お兄ちゃん・お姉ちゃんと一緒の参加も大歓迎）
参加費：組合員：無料 ＋実費（材料費など100円程度）
　　　   未加入者：300円＋実費　※１回目はお試しで実費のみです。

４月10日㈬はオープニング式として人形劇団「つくしんぼ」による楽しい
お話を予定しています！
この日はどなたでも参加無料（実費のみ）ですので、ぜひ遊びに来てくださいね。
2013年 広島中央保健生協 子育て広場「コープのびのびクラブ」予定表

（４〜６月）� ※予定表は都合により変更になることがあります
　

　 日にち 「のびのび」行事 参加費 備考（保育士常駐）

４　

月

第1週 3 お休み 　 　

第2週 10 オープニング式 　 人形劇団つくしんぼによるパネル
シアターなど

第3週 17 リズム遊び 　 　
第4週 24 こいのぼりをつくろう 材料費実費 　

５　

月

第1週 1 お休み 　 GW中のため
第2週 8 予防接種のお話 　 担当：小児科看護師
第3週 15 リズム遊び 　 　
第4週 22 手作りおもちゃをつくろう 材料費実費 　
第5週 29 親子でストレッチ 　 担当：理学療法士　

６　

月

第1週 5 小麦粉粘土で遊ぼう 　 　
第2週 12 歯のおはなし 　 担当：歯科衛生士
第3週 19 リズム遊び 　 　
第4週 26 七夕かざりをつくろう 材料費実費 　

出資特約組合債利率改定のお知らせ
　このたび公定歩合及び市中金融機関の預金利率の動向を参照し、当生協
の出資特約組合債利率を下記の通りに改定します。

※実施日以降に満期更新を迎える方が対象になります。
※満期継続は自動継続ではありません。満期後継続手続きがなされていない組合員
さんがおられます。引き続き継続いただきますよう手続きをお願いいたします。

１．改定利率（単利）	 １年債　(新) 0.050％  　（旧）0.1％
	 ２年債　(新) 0.050％  　（旧）0.1％

これまで通り、組合債利息の１割（10円未満切捨て）は
出資金に振り替えます。

２．実　施　日	 2013年５月１日（2012年度理事会決議）
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＝
応
募
方
法
＝

　

二
重
マ
ス
の
Ａ
〜
Ｅ
を
順
に
並
べ
る
と
あ
る
言
葉
が
で
き

ま
す
。
答
え
を
ハ
ガ
キ
に
記
入
し
て
、
生
協
組
織
部
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。
答
え
の
他
に
、
広
島
中
央
保
健
生
協
へ
の

ご
意
見
、
お
気
持
ち
、
生
協
活
動
に
対
す
る
提
案
を
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。「
組
合
員
の
声
」
と
し
て
「
け
ん
こ
う
」
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
正
解
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選

で
五
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。ハ
ガ
キ
以
外
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ
ー
ル
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　

な
お
当
選
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

答え＝Ａ□ Ｂ□ Ｃ□ Ｄ□ Ｅ□

＝前々回の答え＝
第128回2月号

「ツバメノス」

●① ●② ●③ ●④

●●Ｅ
●⑤

●●Ａ

●●⑥

●
●⑦

●●Ｂ ●Ｃ
●⑧

●●

●⑨

●●
●⑩

● ●D

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

②
負
け
た
こ
と
が
な
い
こ
と
。

③
微
笑
。

④
栄
養
の
あ
る
物
を
食
べ
て
○
○
を
つ
け
る
。

⑥
耐
え
忍
ぶ
こ
と
。
こ
ら
え
る
こ
と
。

⑦
夏
か
ら
秋
に
、
実
は
食
用
で
果
皮
は
紫
黒
色
の

野
菜
。

⑧
十
二
支
の
５
番
目
。

⑨
仏
道
を
修
行
す
る
人
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
○
○
○
テ
ラ
ス
、
○
○
○
オ
レ
。

⑤
食
事
の
後
に
は
こ
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
○
○
袖
は
振
れ
な
い
。

⑧
元
素
記
号
「
Ｃ
」

⑩
平
熱
よ
り
わ
ず
か
に
高
い
熱
。

（東区・とし子）

感
じ
て
い
ま
す
。

○
省
エ
ネ
対
策
で
エ
ア
コ
ン
は

18
℃
～
16
℃
に
設
定
し
て
い

ま
す
。
寒
く
感
じ
る
日
は

し
ょ
う
が
紅
茶
愛
飲
し
て
楽

し
い
ひ
と
時
を
持
ち
ま
す
。

○
生
協
さ
え
き
病
院
の
福
山
院

長
の
月
２
回
の
往
診
に
守
ら

れ
て
、
今
年
も
元
気
で
暮
ら

し
た
い
も
の
で
す
。

○
高
齢
社
会
、
在
宅
医
療
な
ど

取
り
組
み
に
地
域
病
院
と
し

て
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
新
病
院
建
設
を
心
待
ち
に
し

て
い
ま
す
。

　
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
の
答

と
い
っ
し
ょ
に

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
声
で
す
。

○
今
年
も
夫
婦
そ
ろ
っ
て
大
腸

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
た
。

自
宅
に
居
な
が
ら
の
受
診
で

大
変
助
か
り
ま
す
。
年
を
重

ね
る
毎
に
健
診
の
必
要
性
を

【
協
議
事
項
】

○
２
０
１
２
年
度
の
総
代
会
目

標
の
達
成
に
向
け
て
の
年
度

末
の
組
織
課
題
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

○
第
58
回
通
常
総
代
会
の
役
員

推
薦
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

承
認
し
た
。

○
逓
増
定
期
保
険
の
新
規
契
約

議
案
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

○
出
資
特
約
組
合
債
利
率
を
１

年
債
、
２
年
債
と
も
に
０
・

０
５
％
に
改
定
す
る
こ
と
に

つ
い
て
承
認
し
た
。　
　
　

○
岡
田
博
美
総
看
護
師
長
を
看

護
部
長
に
任
命（
４
／
１
付
）

す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
し

た
。

【
報
告
事
項
】

○
新
病
院
建
設
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
第
４
回
も
し
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
状
況
。
訪

問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
１
回

目
の
訪
問
行
動
を
３
月
31
日

己
斐
上
支
部
で
準
備
し
て
い

る
報
告
が
あ
っ
た
。

○
２
月
か
ら
開
始
し
た
「
新
病

院
ま
る
わ
か
り
一
斉
学
習

会
」
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。

○
健
康
づ
く
り
委
員
会
よ
り
、

３
月
が
大
腸
が
ん
検
診
月
間

の
最
終
月
に
な
る
の
で
回
収

率
を
高
め
る
よ
う
呼
び
か
け

が
あ
っ
た
。

○
福
島
地
区
医
療
事
業
経
営
改

善
対
策
会
議
を
常
務
理
事
会

の
下
に
設
置
し
、
福
島
生
協

病
院
・
生
協
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
の
経
営
改
善
を
進
め
る
と

の
報
告
が
あ
っ
た
。

○「
つ
な
が
り
紹
介
カ
ー
ド
」

の
紹
介
と
情
報
提
供
の
訴
え

が
あ
っ
た
。（
広
島
中
央
保

健
生
協
の
事
業
所
で
働
く
な

か
ま
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
）

○
西
区
九
条
の
会
連
絡
会
の
主

催
で
５
月
18
日
に
「
憲
法
こ

そ
平
和
の
力　

西
区
九
条
の

会
連
絡
会
５
周
年
の
つ
ど

い
」
が
開
催
予
定
で
あ
る
と

の
紹
介
が
あ
り
、
当
生
協
も

共
催
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

２
月

 

理
事
会
よ
り

　
生
協
広
報
委
員
会
で
は
、
ひ
き

続
き
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
・
ご
感

想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

締 切 り＝４月30日（当日消印有効）

宛　　先＝〒733-0031
　　　　　広島市西区観音町16-19
　　　　　広島中央保健生協・組織部
Ｆ Ａ Ｘ＝０８２−５３２−１２６７
Ｅメール＝soshikibu@hch.coop

新病院建設を支える
出資金の増額（増資）にご協力を
　長らく「８億円増資ブロジェクト（仮称）」という名称でおこなっていたプロジェクトで
すが、２月理事会にて「みつばち増資プロジェクト」という名称に正式決定しました。
建設に向けた特別（大口）増資への協力を組合員や他団体に幅広く呼びかけることを決定
し、取り組みを開始しています。
　地域では「新病院まるわかりパンフレット」を使って新病院の魅力を伝える組合員訪問
を開始しています。一緒に組合員訪問して下さる方も募集しています。詳しい日程などに
ついては組織部までご連絡ください。

出資金の増額（増資）にご協力下さい
ますよう心からお願いいたします。「新病院建設」の夢をかたちに！

■
俳
句
・
川
柳

○ 

町
内
の
花
見
じ
ま
ん
に
花
が
咲
く

○ 

こ
の
動
悸
恋
か
病
か
心
電
図

○ 

ど
ち
ら
に
も
加
担
で
き
な
い
痴
話
喧
嘩

○ 

還
付
金
豪
華
デ
ィ
ナ
ー
は
味
わ
え
ず

※
田
方
支
部
ニ
ュ
ー
ス
「
は
つ
ら
つ
」
よ
り
抜
粋
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た

■
俳
句
・
川
柳
大
募
集

　

あ
な
た
の
ご
自
慢
の
句
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
紙
面
で

紹
介
い
た
し
ま
す
。（
雅
号
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）
で
も
可
）　


